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第1章 熱マネジメント技術の現状とこれから求められる材料技術
　第1節　次世代自動車における熱マネージメント技術と今後求められる材料技術    
　　　　　　　　　　　　　　　（※本節はM054(自動車熱マネ・空調)にも掲載しています。）
　　1.　今後のCO2規制強化
　　2.　CO2目標達成に向けてのシナリオ
　　3.　エンジン車，次世代車の熱マネージメントの狙い
　　4.　熱エネルギーの回収効率
　　5.　エンジン搭載車の熱損失の詳細と改善手法
　　　5.1　エンジンの熱効率
　　　5.2　エンジン車の熱収支
　　　5.3　エンジン搭載車の熱マネージメント
　　　　5.3.1　Reduce
　　　　　5.3.1.1　シリンダライナーの断熱 　　　　　5.3.1.2　ピストン頂面断熱
　　　　　5.3.1.3　エンジン外周の断熱/遮熱
　　　　5.3.2　Reuse
　　　　　5.3.2.1　エンジン内熱輸送 　　　　　5.3.2.2　早期暖気と暖房活用
　　　　　5.3.2.3　蓄熱システム
　　　　5.3.3　Recycle
　　　　　5.3.3.1　ぺルチェ素子による熱電変換　　　　5.3.3.2　ランキンサイクル
　　6.　電動車の熱損失の詳細と課題
　　　6.1　電動システムの効率
　　　6.2　EVとガソリン車のエネルギー消費比較
　　　6.3　電動車（EV）での熱マネージメント
　　　　6.3.1　Reduce
　　　　6.3.2　Reuse（暖房）
　　　　　6.3.2.1　EVの暖房システム 　　　　　6.3.2.2　高効率暖房システム
　　7.　今後の自動車の熱マネージメント
　第2節　住宅におけるサーマルマネージメント技術と今後求められる材料技術
　　1.　住宅におけるサーマルマネージメント技術の目的・背景
　　　1.1　省エネルギー 　　　1.2　健康維持 　　　1.3　耐久維持
　　2.　住宅におけるサーマルマネージメント技術の現状
　　　2.1　省エネルギー 　　　2.2　健康維持 　　　2.3　耐久維持
　　3.　住宅におけるサーマルマネージメント技術の今後の期待
　　　3.1　省エネルギー 　　　3.2　健康維持 　　　3.3　耐久維持

第2章　断熱材からみた熱マネジメント材料技術
　第1節　断熱材を視点とした戸建て住宅の熱マネジメント
　　1.　どうして断熱材は必要なのか
　　2.　断熱材にはどんなものがあるか
　　3.　どのように断熱材を評価するのか
　　4.　断熱材はどれくらい使われているのか
　　5.　住宅分野でどんな部位に断熱材は使われているのか
　　6.　戸建て住宅分野の熱マネジメント技術
　　　6.1　新築住宅と既存住宅の違い
　　　6.2　断熱材を視点とした熱マネジメントの注意点
　　　6.3　今後の展望
　第2節　シリカエアロゲルおよび新規エアロゲルによる断熱材料技術
　　1.　シリカエアロゲルの概要
　　　1.1　シリカエアロゲルとは 　　　1.2　作成プロセス
　　　1.3　構造  　　　1.4　物性と用途
　　2.　断熱材としての特徴と形態，用途
　　　2.1　ナノ多孔質構造による断熱
　　　2.2　断熱性能と特徴
　　　2.3　種々の形状と用途
　　　　2.3.1　モノリス（成形体）　　　　2.3.2　ペレットまたは粉末
　　　　2.3.3　複合材料
　　3.　技術的課題と開発動向
　　　3.1　社会実装に向けての課題
　　　3.2　窓用の光透過性断熱材
　　　3.3　ポリマーナノファイバーエアロゲル
　第3節　セラミックス材料による断熱制御と熱マネジメント技術
　　1.　セラミックス断熱材の現状と問題点
　　　1.1　高温領域での断熱の必要性
　　　1.2　セラミックス断熱材とその製法
　　　1.3　セラミックス断熱材における課題
　　　1.4　凍結鋳込み成形法による多孔体作製
　　2.　ゲル化凍結法により開発した断熱材
　　　2.1　開発断熱材の気孔率と組織
　　　2.2　開発断熱材の熱伝導率と強度について
　　　2.3　開発断熱材を設置した焼成炉の消費電力について

第3章　遮熱材料による熱マネジメント
　第1節　コーティング，フィルム，遮熱塗料による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱マネジメントと熱性能の試験/ 評価
　　1.　熱性能における試験規格の状況
　　2.　熱性能の評価概要
　　3.　コーティング・フィルムの試験・評価
　　　3.1　日射透過率・日射反射率 　　　3.2　放射率
　　　3.3　日射熱取得率（日射遮蔽係数） 　　　3.4　熱貫流率
　　4.　遮熱塗料（高日射反射率）の試験・評価
　　　4.1　日射反射率   　　　4.2　放射率
　　5.　建物に適用した際の事例（シミュレーションによる熱負荷計算）
　第2節　サーマルマネージメントとしての遮熱材料・遮熱技術

　　1.　断熱と遮熱
　　2.　窓ガラスの断熱性能
　　3.　窓ガラスの遮熱性能
　　4.　熱貫流率と日射熱取得率の実測
　　5.　断熱・遮熱と冷暖房負荷
　　6.　遮熱効果の方角依存性
　　7.　ひさしの効果

第4章　カーボンナノチューブの放熱特性と
   サーマルマネジメント材料への展開
　1.　カーボンナノチューブの特性
　2.　CNTの熱伝導性
　3.　実際のCNTの熱伝導率
　4.　CNT/CFハイブリッド材料
　5.　熱伝導材料開発に向けたCNTの分散処理
　6.　今後の展開

第5章　排熱利用，自動車用熱交換器，熱電変換、
  パワーデバイスにおけるサーマルマネジメント技術
　第1節　熱利用技術と中低温排熱利用技術（バイナリー発電技術）
　　1.　熱利用技術について
　　2.　バイナリーサイクルについて
　　　2.1　ランキンサイクルとバイナリーサイクル
　　　2.2　バイナリーサイクルとは
　　　2.3　バイナリーサイクルの歴史
　　　2.4　地熱発電の主要分類
　　　2.5　バイナリーサイクルの特徴
　　　2.6　カルノーサイクルとカルノー効率
　　　2.7　バイナリーサイクルの作動流体
　　　2.8　作動流体に求められる要件
　　　2.9　バイナリー発電の性能
　　3.　バイナリー発電の現状
　　　3.1　全体的にみた現状
　　　3.2　排熱回収バイナリー発電の現状
　　4.　国内におけるバイナリー発電の現状
　　　4.1　国内のバイナリー発電設備の全体像
　　　4.2　国内のバイナリー発電設備の仕様と特徴
　　　4.3　国内のバイナリー発電設備の実施例（地熱・温泉発電）
　　　4.4　国内のバイナリー発電設備の実施例（工場排熱発電，バイオマス発電等）
　　5.　海外のバイナリー発電設備
　　　5.1　海外のバイナリー発電の状況
　　　5.2　海外のバイナリー発電の実施例
　第2節 自動車用熱交換器技術
　　　　　　　　　　　　　　（※本節はM054(自動車熱マネ・空調)にも掲載しています。）
　　1. ガソリンエンジン用EGRクーラ　2. インタクーラ（CAC)
　　3. 水冷コンデンサ  　　4. “2-Layer”
　　5. “SLIM cool”  　　6. 低温ラジエータ
　　7. オイルウォーマ
　第3節　サーマルマネージメントとしての熱電変換材料と熱電変換素子
　　1.　熱電変換素子の熱設計
　　　1.1　熱設計モデル 　　　1.2　低熱抵抗流路の検討
　　　1.3　熱電変換モジュール 　　　1.4　熱電変換モジュールの出力電圧予測
　　2.　コージェネ排温水からの熱電変換モジュール発電結果
　　　2.1　装置の構成  　　　2.2　熱電変換モジュールの発電特性
　　3.　熱電変換モジュールの出力電力
　　　3.1　出力電力計算式の導出
　　　3.2　熱電変換モジュールの出力電力及び熱電変換素子の最適高さの検討
　第4節　次世代パワー半導体デバイスとサーマルマネジメント材料技術
　　1.　シリコンMOSFETならびにIGBTのさらなる進展
　　2.　SiC半導体材料ならびにSiCデバイス・プロセス技術の特徴
　　　2.1　結晶成長とウェハ加工プロセス
　　　2.2　SiCユニポーラデバイスとSiCバイポーラデバイス
　　　2.3　SiCショットキーバリアダイオード（SiC-SBD）
　　　2.4　SiC-MOSFET
　　　2.5　SiCパワー半導体デバイスの素子作成プロセスの特徴
　　　2.6　SiCデバイスの実装技術

第6章　断熱材料/熱伝導性材料の評価技術
　1.　断熱材の熱伝導率測定方法
　　1.1　保護熱板法（GHP法）
　　　1.1.1　測定原理 　　　1.1.2　測定誤差低減方法
　　1.2　熱流計法
　　1.3　非定常熱線法
　　1.4　周期加熱法
　　1.5　各種測定方法による測定例とその比較
　　　1.5.1　GHP法と周期加熱法による測定
　　　1.5.2　GHP法，非定常熱線法，周期加熱法による測定
　　　1.5.3　異なる測定方法の比較
　2.　新しい断熱性能評価方法
　　2.1　評価装置
　　2.2　測定原理
　　2.3　測定例と誤差解析
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